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要旨 
日本人大学生の海外留学者が増加するにつれて、短期留学プログラムへの参加者も増加している。徳
島大学国際センターでは、短期海外留学プログラムの見直しを行ったほか、大学が行う短期海外留学プ
ログラムの教育的意義について、「グローバル人材」「社会人基礎力」という 2 点から考察した。 
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１. はじめに 
 2013 年に内閣府が発表した日本再興戦略の中
で、大学等の高等教育機関において「2020年まで
に日本人留学生を 6 万人（2010 年）から 12 万人
へ倍増させる」ことが、グローバル化等に対応す
る人材力の強化のための施策として掲げられて
いる（首相官邸，2013）。これに呼応して、文部科
学省は、将来グローバルに活躍する意欲と能力の
ある若者が、海外留学に挑戦する機運を醸成する
ことを目的に、2013年より海外留学促進キャンペ
ーン「トビタテ！留学 JAPAN」を開始した。主な
取り組みには、給付型の海外留学支援制度「トビ
タテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム」があり、
第 8期までに計 3,506人が採択されている（文部
科学省，2018）。このほかにも、独立行政法人日本
学生支援機構（JASSO）による海外留学支援制度や、
大学等の海外留学支援制度の整備が進んでいる。
徳島大学でも、2013 年度より海外留学支援制度
「アスパイア奨学金」を設置し、2016年度までの
留学者数計 622 人のうち、301 人に対して支援を
行った（徳島大学，2018）。JASSOの調査によると、
2016 年度時点での日本人学生の海外留学者数は
累計 96,641人となっているが、その 7割以上が 3
か月未満の短期留学である。海外留学者の増加に
伴い、今後大学等における短期留学プログラムへ
の需要はさらに高まると考えられる。 
 
２.徳島大学国際センターの取り組み 
徳島大学国際センターでは、毎年夏季・春季休
業中に短期海外留学プログラムを企画し、海外協
定校へ学生を派遣している。2017年度にはプログ
ラムの改訂を実施し、派遣先の新規開拓および事
前・事後指導の新たな取り組みを行った。 
 
 
2.1 派遣先の新規開拓 
夏季に例年 2～4 週間の短期留学プログラムを
企画・募集しているモナシュ大学（オーストラリ
ア）、南イリノイ大学（アメリカ）、慶北大学（韓
国）、復旦大学（中国）、ガジャマダ大学（インド
ネシア）に加えて、新たにトリニティウェスタン
大学（カナダ）を派遣先として追加した。春季に
は 2016年度までモナシュ大学（オーストラリア）
とオークランド大学（ニュージーランド）への学
生派遣を企画・募集していたが、オセアニア地域
への派遣はオークランド大学のみに絞り、オレゴ
ン大学（アメリカ）、トリニティウェスタン大学
（カナダ）、トレント大学（カナダ）、クイーンズ
大学（カナダ）を加え北米地域への派遣を強化し
た（表１、２）。申請者のいなかった韓国、中国、
インドネシアへは派遣は行わなかった。 
 
表 1 2016年度／2017年度夏季派遣実績 
2016年度 
夏季 
派遣先 人数 
モナシュ大学（オーストラリア） 9名 
南イリノイ大学（アメリカ） 3名 
慶北大学（韓国） 3名 
計 15名 
2017年度 
夏季 
派遣先 人数 
モナシュ大学（オーストラリア） 13名 
南イリノイ大学（アメリカ） 11名 
トリニティウェスタン大学（カナダ） 1名 
計 25名 
 
表 2 2016年度／2017年度春季派遣実績 
2016年度 
春季 
派遣先 人数 
オークランド大学（ニュージーランド） 6名 
計 6名 
2017年度 
春季 
派遣先 人数 
オークランド大学（ニュージーランド） 12名 
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オレゴン大学（アメリカ） 1名 
トリニティウェスタン大学（カナダ） 3名 
トレント大学（カナダ） 2名 
クイーンズ大学（カナダ） 1名 
計 19名 
2.2 事前・事後指導 
例年、各プログラムの派遣学生に対して、国際
センター・国際課教職員が協力して 5回程度の事
前指導を行っている。事前指導内容としては、派
遣先大学への研修参加申請、ホームステイ（大学
寮）申請、保険申込みに対する支援のほか、現地
生活情報、危機管理情報の提供などである。また、
夏季・春季の各休暇前には海外安全対策セミナー
を開き、派遣学生には原則として参加を義務付け
ている。これに加えて、2017 年度には事前指導の
最終回に派遣学生全員で留学目標を発表し合う
時間を設け、留学目的の明確化を図った。派遣後
には、派遣先大学、滞在先、現地生活情報、留学
を通して得た学び等についての質問項目を含め
たフィードバックシートをメールで提出するこ
とになっている。加えて、2017年度には帰国後の
事後指導を実施した。事後指導では、国際センタ
ーの教員が主導して帰国後の派遣学生を招集し、
派遣学生は派遣前に記した留学目標と実際の経
験を比較し自分の留学を自己評価した上で、他の
派遣学生とともに派遣先での経験を共有し合っ
た。 
また、春季プログラムでは、これまで通り国際
センター・国際課が留学にかかる手続きを全て請
け負う（１）初心者向けプログラム（オークラン
ド大学）と、国際センター教員のサポートを得て
派遣学生自身が派遣先大学への研修参加申請、ホ
ームステイ申請、航空券の手配等を行う（２）自
立型プログラム（オレゴン大学・トリニティウェ
スタン大学・トレント大学・クイーンズ大学）と
して企画した。各プログラムの主旨は説明会で参
加学生に説明し、自分に合ったプログラムを選択
するよう学生に呼びかけた。 
 
2.3 派遣学生からのフィードバック 
 2017 年度夏季短期海外留学プログラムの派遣
学生からのフィードバックを考察する。 
 
１）英語学習に対する意識の変化 
 英語だけがコミュニケーション手段である環
境に置かれたことで、英語を話すことへの抵抗感
が軽減され、またディスカッション式授業体験に
よって「使える英語」への意識が高まり、英語学
習への意欲が高まったと答えた学生が多くいた。 
 
２）学習態度についての変化 
 多くの学生が海外留学を通して積極的な学習
態度を身に付けたと答えた。帰国後にオンライン
英語講座を始めるなど学習に対する自主性の高
まりが見られ、さらに派遣学生の多くが帰国後学
内の外国人留学生との交流イベントに参加する
ようになるなど、積極性の高まりも確認できた。 
 
３）人的ネットワーク・視野の広がり 
 留学の良かった点として、多国籍の友人ができ
たことを挙げた学生が多くいた。派遣先の国の人
はもちろん、クラスで知り合った他国からの留学
生や日本の他大学からの留学生と知り合い、多様
な意見・価値観に触れたことで視野が広がったと
述べた。また、海外滞在中に日本文化についての
質問を多く受けたことから、自文化に対する知識
の必要性に対する気づきも生まれたようだった。 
 
３.大学による留学プログラムの教育的意義 
 グローバル人材育成推進会議（2011）の定義に
よると、グローバル人材とは以下の 3要素を兼ね
備えた人材を指す。 
 
要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力 
要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精神、 
    協調性・柔軟性・責任感・使命感 
要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としての 
    アイデンティティー 
 
 前項の派遣学生からのフィードバックから、語
学力向上、積極性の高まり、異文化に対する理解
と日本人としてのアイデンティティーの深まり
という点で、海外留学経験がグローバル人材育成
のために有効な手立てであることが分かる。 
 これに加えて、春季プログラムの（２）自立型
プログラムの派遣学生は申請にかかる手続きな
どを自ら行うことで、主体性や実行力を身に付け
ることを目指した。こうした主体性や実行力など
は、グローバル人材の要素としても挙げられてい
るが、経済産業省が 2006年から提唱している「社
会人基礎力」の定義の中で、「職場や地域社会で多
様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的
な力」の項目として挙げられている。「社会人基礎
力」は下記の 3つの能力／12の能力要素から成る
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と定義される。 
 
前に踏み出す力：主体性、働きかけ力、実行力 
考えぬく力：課題発見力、計画力、創造力 
チームで働く力：発信力、傾聴力、柔軟性、 
        状況把握力、規律性 
        ストレスコントロール力 
 
自立型プログラムの派遣学生は、プログラム参
加・ホームステイ申請手続き、航空券の手配など
を国際センター教員の助けを借りながらすべて
自分たちで行った。各タスクをこなす過程で、英
文メールの書き方、パソコン操作方法、海外送金
の仕方、ビザの取得方法などを主体的に学んでい
った。「社会人基礎力」で定義される主体性、実行
力、計画力に加えて、実務的能力も身に付けたと
言える。学生の主体的な活動を支援することで、
社会人基礎力とグローバル人材の要素を兼ね備
えた人材を育成していくことが、大学の重要な役
割であると考える。自立型プログラムの効果につ
いては、春季プログラムの派遣学生の帰国を待ち、
（１）初心者向けプログラムと（２）自立型プロ
グラムの各学生からフィードバックを収集し、考
察する必要がある。その上で、社会人基礎力とグ
ローバル人材力の習得を促す短期海外留学プロ
グラムの構築を目指す。 
 
４．おわりに 
 社会人基礎力を持ったグローバル人材育成と
いう点で、全学向けの海外留学プログラムを提供
する国際センターの責務は大きい。特に短期海外
留学プログラムに参加する学生の多くは学部１、
２年生であり、早期にグローバル人材としての要
素、また社会人基礎力を育てることは、大学での
研究活動、さらにはその後の進路選択に有効であ
ると考えられる。短期海外留学プログラムを足掛
かりとして、研究留学、交換留学に挑戦できる人
材育成の仕組みをどう構築していくかが今後の
課題となる。 
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